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調査の概要 

調査目的 
 
 新型コロナウイルス感染拡大による経済への影響が拡大し、国内経済においても活動自粛などにより国内消費が抑制されている
状況が3年超となりました。このような中で、青森県民が生活環境の変化をどのように感じているのか、お金に関する意識について掘
り下げることを目的にアンケートを実施しました。 
 コロナ禍での消費行動の変化やキャッシュレス決済サービスの普及状況などもお知らせします。 
 
調査対象 ・・・青森県内に居住の個人 1,310名 
● 調査方法 ・・・無記名による回答選択方式および自由記述方式 
● 調査時期 ・・・2022年12月初旬 ～ 12月下旬（毎年1回） 
● 回収率 ・・・ 1,310名（ 100%） 

回答者の属性 

26.8%

73.2%

回答者の性別

男性 女性

12.5%

17.1%

27.8%

26.9%

15.8%

年代別

～20代 30代 40代 50代 60代～

68.5%
11.3%

6.4%

13.8%

職業別

民間 公務員 自営業 その他
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１.新型コロナウイルス感染症に関する家計への影響について 

新型コロナウイルス感染拡大による家計への影響 
 
１－１．新型コロナウイルス感染症による家計への影響について尋ねたところ「不安がある（50.0％）」と回答
した人は、前年（46.1％）と比べ増加した。コロナ禍の生活環境の長期化に加え、物価高騰などの外部環境の変
化も増加した要因であると考えられる。 
 
１－２．「不安がある」と回答した方にその理由を尋ねたところ、「衛生用品、日用品などの備蓄品への出費
（38.0％）」と最も高い割合となった。次いで「食費の負担増加による出費（34.6％）」となった。コロナ禍に
おける雇用や収入の減少、除菌やマスク等のコロナ対策用品への出費が増えていることに加え、ロシアウクライ
ナ問題を発端とする物価高騰の影響もあると思われる。 

38.0%

34.6%

12.5%

9.4%

3.2%

2.3%

衛生用品、日用品などの備蓄品への出費

食費の負担増加による出費

給与・収入の減少

医療費の増加

テレワーク等、働き方の変化に関する費用増加

その他

１－２.「不安がある」と回答した方は

その理由を教えてください。

不安がある

50.0%変わらない

40.2%

不安はない

9.8%

１－１．新型コロナウイルス感染拡大による

家計への影響についてお聞かせください。
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１.新型コロナウイルス感染症に関する家計への影響について 

コロナ禍における消費行動の変化 
 
１－3．コロナ禍（2020年以降）で、増えた出費があるかを尋ねたところ「増えたものがある（57.2％）」と答えた割合が前年
（44.3％）と比較して増加した。コロナ禍の長期化や物価高騰の影響が表れたものと考えられる。 
 
１－４．「増えたものがある」と回答した方にその内容を尋ねたところ、「インターネットからの購入（23.0％）」が最も高い割合と
なった。次いで「自炊のための食材費（17.5％）」となった。感染リスクを避け、外出を控える生活習慣が定着したことで購入方
法に変化があることがわかる。また、外出控えやテレワーク導入など、在宅時間が増えたことによる食材費や、自宅での時間を充実
させるためへの出費が増えていることがわかった。 

増えたものがある

57.2%

変わらない

42.8%

１－３．コロナ禍（2020年以降）で、

以前と比べて増えた出費はありますか。

23.0%

17.5%

14.0%

12.3%

12.0%

8.1%

5.8%

3.9%

3.5%

店頭に行かずインターネットからの購入

テレワークや休校、外食控えによる自炊のための食材

テイクアウトやデリバリーなどの中食

現金決済からキャッシュレス決済への切り替え

家での時間を充実させるための家電製品や家具の買い替え

外出控えに伴い、家で遊ぶためのおもちゃやゲーム

趣味やペットに関するもの

健康維持のためのフィットネス関連

旅行の代わりに各地名産品のお取り寄せ

１－４．「増えたものがある」と回答した方は

増えた項目を教えてください。
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２.２０２３年の展望について 

２.２０２３年は何に最もお金を使おうと考えていますか？（いずれか） 

アフターコロナを見据えた家計の展望 

 
  【全 体】 2023年は何に最もお金を使う予定か尋ねたところ、「食費（20.1％）」が最も高い割合となった。次いで、「子どもの
教育費（18.2％）」、「旅行（17.0％）」となった。全体の割合は昨年とほぼ変化は無かったが、「食費（昨年17.3％）」と
「子どもの教育費（昨年16.9％）」が増加した。 
 
  【年代別】 年代別で見ると40代の「子どもの教育費（34.8％）」が最も高い割合となった。また、20代において「趣味・娯楽
（32.9％）」が前年比で大きく増加した。すべての年代で「旅行」が増加傾向になっており、アフターコロナを見据え、旅行やレ
ジャーへの期待が高まっていると言える。 

20.1%

18.2%

17.0%

15.1%

6.2%

6.0%

6.0%

4.7%

4.3%

2.3%

食費

子どもの教育費

旅行

趣味・娯楽

自動車購入

家具・家電

美容・健康・医療

その他

金融商品・資産運用

住宅購入

15.6%

18.7%

16.7%

21.9%

27.8%

5.8%

21.3%

34.8%

15.9%

0.9%

17.9%

15.7%

14.6%

14.5%

25.6%

5.8%

5.2%

5.4%

7.4%

5.8%

32.9%

15.7%

9.7%

13.7%

12.1%

2.9%

3.5%

1.6%

3.0%

0.9%

5.2%

8.3%

4.9%

6.3%

6.7%

4.6%

6.1%

3.8%

4.9%

2.2%

7.5%

3.9%

5.4%

5.2%

9.4%

1.7%

1.7%

3.2%

7.1%

8.5%

～20代

30代

40代

50代

60代～

食費 子どもの教育費 旅行 家具・家電

趣味・娯楽 住宅購入 自動車購入 金融商品・資産運用

美容・健康・医療 その他

《全体》 《年代別》 
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３．備えが必要（経済的に不安）と感じること 

３．備えが必要（経済的に不安）と感じることはなんですか？ 

人生100年時代「老後の生活費」への不安が続く 
 
  【全体】 「備えが必要（経済的に不安）」と感じることで最も高い割合となったのは「老後の生活（39.9％）」
となった。次いで「病気や介護に備える資金（27.0％）」、「子どもの学費（16.2％）」で昨年までとほぼ同様
の結果となった。 
 
  【年代別】  すべての年代で「老後の生活費」に対する割合が高く、昨年同様の結果となった。世代を問わず老後
の生活に対して経済的な不安を感じていることがわかった。 

39.9%

27.0%

16.2%

8.1%

5.7%

2.1%

1.1%

老後の生活費

病気や介護に備える資金

子どもの学費

住宅ローンの支払い

その他ローンの支払い

家賃の支払い

その他

8.3%

11.5%

9.0%

7.8%

2.1%

18.5%

4.7%

5.2%

3.9%

1.8%

11.8%

26.8%

25.0%

9.2%

0.6%

8.3%

2.1%

1.4%

1.2%

0.3%

32.3%

36.0%

36.0%

45.4%

48.2%

19.7%

18.8%

22.4%

31.2%

44.9%

1.2%

1.0%

1.2%

2.1%

～20代

30代

40代

50代

60代～

住宅ローンの支払い その他ローンの支払い 子どもの学費 家賃の支払い 老後の生活費 病気や介護に備える資金 その他

《全体》 《年代別》 
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４．お金の支払いをする際の決済方法 

４－１．あなたがお金を支払うときの決済方法は？（全体・年代別） 

決済方法は若い世代のキャッシュレス化が進展傾向 
 
  【全体】 お金の支払いをする際の決済方法について尋ねたところ、「現金（57.7％）」が最も高い割合となった。昨年の「現金
（昨年61.3％）」から減少し、「電子マネー、コード決済（昨年13.6％→16.6％）」へシフトしていることがわかった。国を挙げて
キャッシュレス決済サービスの普及を進めているが、いまだ半数以上は現金決済となっており、決済方法を変更した方の割合はそれ
ほど多くないことがわかった。スマホでのキャッシュレス決済は増加傾向であるが、依然利用率が高いのはクレジットカードであることが
わかる。 
 
  【年代別】 20代、30代では「現金」の割合が大きく減少し、キャッシュレス決済が浸透している。一方、60代以上では「現金
（昨年69.7％→74.5％）」が増え、「クレジットカード（昨年24.7%→16.4%）」が減る結果となった。 

57.7%

25.6%

16.6%

0.2%

現金

クレジットカード

電子マネー、コード決済

その他

49.4%

42.9%

56.0%

61.6%

74.5%

24.9%

35.8%

29.9%

22.2%

16.4%

25.6%

21.3%

14.0%

16.2%

8.6%

0.1%

0.1%

0.5%

～20代

30代

40代

50代

60代～

現金 クレジットカード 電子マネー、コード決済 その他

《全体》 《年代別》 
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４．お金の支払いをする際の決済方法 

４－２．「電子マネー、コード決済」をご利用の方は、主にお使いの決済方法を教えてください。
(全体・年代別) 

４０代以上は電子マネー決済、20・30代はスマホ決済の傾向 
 
  【全 体】 「電子マネー、コード決済」を利用している方に、利用している決済方法を尋ねたところ、「PayPay（31.0％）」が最
も多く、次いで「ｄ払い（15.7％）」となった。利用の多い電子マネー、決済コードは昨年と同様となっており、普段利用している通
信会社や、オンラインサービス、よく使う店舗でのポイント還元率等でそれぞれが利用しやすい決済サービスを選択している。 
 
  【年代別】 電子マネー（楽天Edy、WAON、nanaco）は40代以上の人が多く使っており、若い年代ではスマホ決済の割合
が多い。電子マネー決済は年代が高くなるに従って増加する傾向にあり、スマホ決済に比べて簡単でわかりやすいという利点がある
ものと思われる。 

31.0%

15.7%

11.9%

7.9%

7.7%

7.1%

6.3%

3.9%

3.0%

2.8%

1.2%

0.8%

0.7%

PayPay

d払い

WAON

楽天ペイ

Suica

auPAY

nanaco

iD

QUICPay

楽天Edy

Apple Pay

LINEPay

メルペイ

11.4%

4.1%

6.6%

9.6%

7.7%

1.8%

3.4%

3.5%

2.4%

1.5%

5.3%

5.4%

13.2%

13.9%

27.7%

3.5%

2.7%

6.2%

8.2%

13.8%

2.6%

2.0%

0.9%

0.5%

4.4%

6.1%

2.2%

1.4%

1.5%

4.4%

4.1%

4.0%

2.9%

6.2%

35.1%

33.1%

32.6%

28.8%

20.0%

8.8%

15.5%

7.0%

4.8%

1.5%

2.7%

0.9%

12.3%

14.9%

14.1%

19.7%

16.9%

1.8%

0.7%

0.4%

0.5%

8.8%

5.4%

8.4%

7.2%

3.1%

～20代

30代

40代

50代

60代～

Suica 楽天Edy WAON nanaco Apple Pay QUICPay iD

PayPay 楽天ペイ LINEPay d払い メルペイ auPAY

《全体》 《年代別》 



9 

５．資産運用について 

5－1．2022年の月間平均貯蓄額はおよそいくらでしたか？ 

月間平均貯蓄額は「１万～３万円未満」が最多 
 
  【全 体】 月間平均貯蓄額について尋ねたところ、「１万～３万円未満（35.7％）」が最も高い割合となった。次
いで「３万～５万円未満（18.5％）」、「1～1万円未満（14.7%）」となった。 
 
  【年代別】 すべての年代で「１万～３万円未満」が高い割合となったが、「０円」と回答した割合を見ると、20
代が（2.5％）と最も少なく、若い年代でも意識して貯蓄をしていることがわかる。 

7.5%

14.7%

35.7%

18.5%

14.0%

9.5%

0円

1～10,000円未満

10,000～30,000円未満

30,000～50,000円未満

50,000～100,000円未満

100,000円以上

2.5%

3.7%

5.5%

8.0%

18.0%

18.1%

14.8%

15.4%

13.6%

12.5%

41.9%

43.5%

35.5%

32.3%

28.5%

24.4%

18.5%

20.1%

15.4%

16.5%

10.6%

9.3%

15.1%

18.4%

12.5%

2.5%

10.2%

8.4%

12.2%

12.0%

～20代

30代

40代

50代

60代～

0円 1～10,000円未満 10,000～30,000円未満

30,000～50,000円未満 50,000～100,000円未満 100,000円以上

《全体》 《年代別》 
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５．資産運用について 

5－2．NISA(ニーサ)やiDeCo(イデコ)等、少額からでも始められる資産形成に役立つ制度を知っていますか？ 

制度周知は年々増加 
 
  【全 体】 ＮＩＳＡ（ニーサ）やｉＤｅＣｏ（イデコ）等、少額からでも始められる資産形成に役立つ制度を知っているか尋
ねたところ、前年度比1.1ポイント増の84.0％が「知っている」と回答し、幅広い年代で制度の周知は進んでいる結果となった。 
 
  【年代別】 年代別にみると40代で「知っている」割合（87.9％）が最も高い割合となった。20代、60代でも「知っている」割合
は増加しており、ほとんどの世代で制度理解が進んでいると考えられる。 

知っている

84.0%

知っている

82.9%

知らない

16.0%

知らない

17.1%

2022

2021

85.6%

83.7%

85.1%

87.0%

87.9%

88.8%

84.8%

84.2%

73.5%

68.3%

14.4%

16.3%

14.9%

13.0%

12.1%

11.2%

15.2%

15.8%

26.5%

31.7%

2022

2021

2022

2021

2022

2021

2022

2021

2022

2021

～
2

0
代

3
0
代

4
0
代

5
0
代

6
0
代
～

知っている 知らない

《全体》 《年代別》 
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5－3．資産運用に興味はありますか？ 

「興味がある」割合は40代を中心に増加 
 
  【全体】 資産運用に興味があるか尋ねたところ、「興味がある」と回答した割合は前年比1.7ポイント増の
66.7%と増加した。 
 
【年代別】30代・40代と60代以上で「興味がある」が増加している。30代～40代で「興味がある」割合が増加
している一方で20代の「興味がある」割合が減少した。 

５．資産運用について 

興味がある66.7%

興味がある65.0%

興味がない33.3%

興味がない35.0%

2022

2021

71.9%

77.9%

70.7%

69.6%

72.3%

65.4%

62.2%

64.7%

55.8%

51.0%

28.1%

22.1%

29.3%

30.4%

27.7%

34.6%

37.8%

35.3%

44.2%

49.0%

2022

2021

2022

2021

2022

2021

2022

2021

2022

2021

～
2

0
代

3
0
代

4
0
代

5
0
代

6
0
代
～

興味がある 興味がない

《全体》 《年代別》 
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5－3－1．資産運用に「興味がない」理由を教えてください。 

「運用に回すお金がない」割合が高い 
 
  【全 体】質問5-3.で資産運用に「興味がない（33.3%）」と回答した方に「興味がない」理由を尋ねたところ、
「運用に回すお金がない（31.8％）」が最も高い割合となった。次いで、「（資産運用の）知識がない
（29.0％）」となった。 
 
  【年代別】年代別でみると、30代の「（資産運用の）知識がない（39.5％）」が最も高い割合となった。 

５．資産運用について 

31.8%

36.2%

22.3%

20.3%

12.5%

13.0%

29.0%

26.7%

2.8%

1.8%

1.6%

2.0%

2022

2021

運用に回すお金がないから 損失等の可能性があるから

必要性を感じないから （資産運用の）知識がないから

過去に失敗した経験があるから その他

28.6%

22.6%

26.3%

35.5%

35.9%

42.4%

34.6%

43.6%

28.3%

26.5%

21.4%

9.7%

18.4%

22.6%

20.6%

23.9%

24.0%

21.4%

24.4%

17.3%

12.5%

16.1%

11.8%

11.3%

14.5%

14.1%

11.2%

8.5%

12.6%

17.3%

35.7%

48.4%

39.5%

30.6%

27.5%

17.4%

26.3%

21.4%

25.2%

32.8%

1.3%

1.5%

1.1%

3.4%

3.4%

5.5%

2.0%

1.8%

3.2%

2.6%

1.1%

0.6%

1.7%

3.9%

4.1%

2022

2021

2022

2021

2022

2021

2022

2021

2022

2021

～
2

0
代

3
0
代

4
0
代

5
0
代

6
0
代
～

運用に回すお金がないから 損失等の可能性があるから

必要性を感じないから （資産運用の）知識がないから

過去に失敗した経験があるから その他

《全体》 《年代別》 
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５．資産運用について 

5－4．現在、何かしらの資産運用はしていますか？ 

興味がある方の約8割がすでに資産運用を行っている 
 
【全 体】質問５－３．で資産運用に「興味がある（66.7%）」と回答した方に資産運用をしているか尋ねたと
ころ、「している」と回答した割合が前年比同水準の78.8％となった。資産運用に「興味がある」の大半はすで
に資産運用を開始しているとの結果となった。 
 
【年代別】60代において「資産運用をしている（86.4％）」が最も高い割合となった。2020年（75.7％）
→2021年（84.7％）→2021年（86.4％）と、年々資産運用を開始している割合が増えている。 

している

78.8%

している

78.1%

していない

21.2%

していない

21.9%

2022

2021

77.4%

85.0%

79.5%

72.9%

77.2%

74.4%

76.9%

77.6%

86.4%

84.7%

22.6%

15.0%

20.5%

27.1%

22.8%

25.6%

23.1%

22.4%

13.6%

15.3%

2022

2021

2022

2021

2022

2021

2022

2021

2022

2021

～
2

0
代

3
0
代

4
0
代

5
0
代

6
0
代
～

している していない

《全体》 《年代別》 
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５．資産運用について 

5－4－1．資産運用を始めていない一番の理由を教えてください。 

興味はあるが、「運用に回すお金がない」が最多 
 
【全 体】質問５－４．で資産運用を「していない（21.2％）」と回答した方に、資産運用を始めていない一番の
理由を尋ねたところ、「運用に回すお金がない（36.0%）」が最も高い割合となった。次いで「情報収集中
（28.5%）」となった。 
 
【年代別】20代の「情報収集中（65.4%)」が最も高い割合となった。若い世代を中心に運用を行うための情報
収集を行っている段階であり、若い世代向けの情報をより積極的に発信していくことが必要だと思われる。 

36.0%

34.3%

14.5%

16.4%

1.6%

1.6%

3.8%

5.5%

28.5%

29.7%

12.4%

8.6%

3.2%

3.9%

2022

2021

運用に回すお金がないから 損失等の可能性があるから

過去に失敗した経験があるから 相談する相手がいない

現在、情報収集中 説明を聞く時間がとれないから

その他

26.9%

35.8%

35.5%

46.5%

41.0%

30.0%

39.2%

35.4%

23.5%

16.7%

3.8%

12.9%

3.6%

11.5%

17.5%

19.6%

20.6%

29.4%

50.0%

3.2%

1.6%

2.0%

2.9%

8.3%

21.4%

6.5%

3.6%

4.9%

2.5%

3.9%

2.9%

8.3%

65.4%

28.6%

19.4%

32.1%

23.0%

32.5%

21.6%

29.4%

29.4%

16.7%

7.1%

19.4%

7.1%

16.4%

12.5%

9.8%

8.8%

11.8%

3.8%

7.1%

3.2%

7.1%

1.6%

5.0%

3.9%

5.9%

2022

2021

2022

2021

2022

2021

2022

2021

2022

2021

～
2

0
代

3
0
代

4
0
代

5
0
代

6
0
代
～

運用に回すお金がないから 損失等の可能性があるから 過去に失敗した経験があるから

相談する相手がいない 現在、情報収集中 説明を聞く時間がとれないから

その他

《全体》 《年代別》 
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５．資産運用について 

5－5．資産運用を始めたきっかけを教えてください。 

「金融機関に勧められて」資産運用を開始が増加 
 
【全 体】質問５－４．で資産運用を「している（78.8%）」と回答した方に資産運用を始めたきっかけを尋ね
たところ、「自分で興味を持った（43.3%）」が高い割合となった。次いで「金融機関に勧められた
（42.8%）｣は昨年比5.2ポイント増で増加率が最も高くなった。 
 
【年代別】40代までの若い世代は「自分で興味を持って」始めた割合が高かった。資産運用の認知が進む中で、
若い年代ほど興味を持ち、自ら始めるケースが多い。50代以上は金融機関で勧められて始めた方が多いことがわ
かった。 

42.8%

37.6%

43.3%

49.7%

12.2%

11.3%

1.7%

1.4%

2022

2021

金融機関に勧められたから

自分で興味を持ったから

周りの人（家族や友人など)に勧められたから

その他

38.2%

26.5%

33.1%

23.2%

36.5%

28.8%

46.9%

50.9%

66.0%

56.5%

44.9%

66.1%

51.2%

58.0%

51.0%

55.8%

38.1%

40.2%

24.5%

29.0%

16.9%

7.4%

14.9%

14.5%

10.9%

13.5%

11.9%

8.0%

7.4%

14.5%

0.8%

4.3%

1.6%

1.9%

3.1%

0.9%

2.1%

2022

2021

2022

2021

2022

2021

2022

2021

2022

2021

～
2

0
代

3
0
代

4
0
代

5
0
代

6
0
代
～

金融機関に勧められたから 自分で興味を持ったから 周りの人（家族や友人など)に勧められたから その他

《全体》 《年代別》 
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5－6．資産運用を始めてから何年になりますか？ 

５．資産運用について 

中長期間での資産運用が浸透 
 
【全 体】質問５－４．で資産運用を「している（78.8％）」と回答した方に、資産運用を始めて何年になるか尋
ねたところ、「１～5年未満（39.6％）」が最も多い割合となった。「10年以上（29.4%）」も前年比2.8ポイ
ント増加している。 
 
【年代別】20代において「5～10年未満（21.6％）」が昨年比14.2ポイント大幅に増加しており、40代、60代
以上においても「10年以上」が昨年比で増加していることから、中長期的な運用が浸透してきている結果となっ
た。 

《全体》 《年代別》 

13.6%

27.9%

5.0%

7.1%

6.8%

3.1%

5.7%

8.2%

3.3%

64.8%

64.7%

42.5%

35.7%

34.0%

41.7%

38.4%

28.2%

25.5%

26.7%

21.6%

7.4%

35.0%

34.3%

22.0%

27.6%

20.8%

25.5%

27.7%

31.7%

17.5%

22.9%

37.2%

27.6%

35.2%

38.1%

46.8%

38.3%

2022

2021

2022

2021

2022

2021

2022

2021

2022

2021

～
2

0
代

3
0
代

4
0
代

5
0
代

6
0
代
～

1年未満 1～5年未満 5～10年未満 10年以上

6.1%

9.4%

39.6%

38.6%

24.8%

25.4%

29.4%

26.6%

2022

2021

①1年未満 ②1～5年未満 ③5～10年未満 ④10年以上
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5－7．どのような商品で資産運用をしていますか？ 

５．資産運用について 

身近な投資信託が人気 
 
【全 体】質問５－４．で資産運用を「している（78.8％）」と回答した方に、どのような商品で資産運用をして
いるか尋ねたところ、「投資信託（62.8％）」が最も多い割合となった。 
 
【年代別】すべての年代で「投資信託」が最も多い割合となった。また、商品構成として投資性のある保険や株
式の割合が増加している。投資信託はネットで申し込みができるなど、身近な運用商品として定着しつつあるも
のと思われる。 

62.8%

69.3%

2.2%

2.8%

2.2%

2.8%

20.4%

14.4%

9.9%

7.0%

2.6%

3.7%

2022

2021

投資信託 日本国債 外国国債 保険（投資性あり） 株式 その他

70.6%

74.9%

64.5%

71.0%

62.5%

68.8%

64.0%

68.2%

53.4%

64.8%

1.7%

3.6%

1.7%

2.6%

4.1%

2.3%

2.0%

2.1%

4.4%

2.5%

1.2%

1.7%

1.1%

3.3%

2.7%

3.3%

3.4%

5.5%

13.4%

11.9%

20.9%

20.4%

20.1%

10.7%

18.9%

13.9%

28.1%

16.5%

10.9%

3.6%

6.4%

4.3%

9.7%

8.2%

10.4%

8.6%

13.0%

8.8%

0.8%

4.8%

4.7%

4.3%

4.1%

4.9%

1.8%

4.0%

2022

2021

2022

2021

2022

2021

2022

2021

2022

2021

～
2

0
代

3
0
代

4
0
代

5
0
代

6
0
代
～

投資信託 日本国債 外国国債 保険（投資性あり） 株式 その他

《全体》 《年代別》 


